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1.　はじめに
レポートは，本フォーマットを必ず使用の上，期日までに指定された方法で提出すること．他のフォーマットを使用した場合は，減点となることがあるので注意すること．

2.1　タイトル・その他
レポートは日本語または英語によって書かれたものとする．1ページ目上部には，タイトル（自由に決めて構わない），氏名，学籍番号（省略形を使用しない．東大の学生は，37-******のように，所属を示す番号もすべて記入のこと）を記入する．また，連絡がつくメールアドレスを記入すること．本文の文字は，原則10ポイントとし，図表は通し番号を付け，タイトルをつける（図の場合は下部に，表の場合は上部にタイトルをおく）．

2.2　文献の引用
引用箇所については，文中に引用箇所を示し，文末にその出典を明記すること（引用した時点で，その出典を読んだとみなす．極力原典をあたるべきだが，どうしても孫引きする場合は，それがわかるようにすること）．知識の重要性を考える講義であったこともふまえ，他者がもつ知識には最大限の配慮をすること．無断引用や不適切な使用が発覚した場合は，レポートを0 点とする．
引用の表記は，右の記入例を参照のこと．引用文献は論文最後にABC順にして並べる．ホームページなどの場合は，ページのタイトルとアドレス，アクセス日時を表記する．
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